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キッコ の 村の 学校に はた まりが ありませんで したから 

雨が ふると みんな は 教室で 遊びました。 ですから 教室 

ご や ふるくさ かんてん 

は あの 水車小屋み たいな 古臭い 寒天の ような 教室で し 

きもと じゅんさ 

た。 みんな は胆 取りと 巡査に わかれて あばれて います。 

に おさ ゆび か 

「遁げ だ、 遁げ だ、 押えろ 押えろ ご 「わ あい、 指嚙じ 

る こなし だで あご 

がやがや がたがた。 

せき 

ところが キッコ は 席 も 一 番 前の はじで 胆取リ にして は 

あんまり 小さく 巡査に も 弱かった ものです から その 中 



つ くえ すわ む くちびる 

に はいりませんでした。 机に 座って 下 を 向いて 唇 

を嚙ん でに かに か 笑いながら しきりに 何 か 書いて いる 

ようでした。 

しち 

キッコ の 手 は 霜 やけで 赤く ふくれて いました。 五月に 

なっても まだな おらなかった のです。 右手の ほうの せ 

なかには あんまり 泣いて 潰れて しまった 馬の 目玉の よ 

うな 赤い 円い かたがつ いていました。 

すん えんぴつ いっしょう めい 

キッコ は 一寸ば かりの 鉛筆 を 一生 けん 命に ぎって ひ 

とりでに かに かわらいながら 8 の 字 を 横にた くさん 書 

いていた のです。 (めがね、 めがね、 めがねの 横め がね、 



めがね パン、 ftv くさりの めがね、 とこ 

ろが みんな はずい ぶん ひどく はね あるきました。 キッ 

つくえ だれ あんしょう の 

コの机 はたびた び 誰かに ぶつ つかられて 暗礁に 乗り 

あげた 船の ようにが たっと ゆれました。 そのたび に 

へん ようがさ え かわ 

キッコ の 8 の 字 は 変な 洋傘の 柄の ように 変ったり しま 

した。 それでも やっぱり キッコ はにかに か 笑って 書い 

て いました。 

うな じゅんさ けいす け 

「キ ッコ、 汝の 木べ ン 見せろ ご にわかに 巡査の 慶 助が 

えんびつ 

来て キッコ の 鉛筆 をと つてし まいました。 「見なくて 

もい、 よごせ ご キッコ は 立ち あがりました けれども 慶 



キッコ は 樺の 林の 間 を 行きました。 樺 はみ な 小さな 青 

は しずく た におい 

い 葉 を 出しす きとお つた 雨の I 下が 垂れい い 匂が そこ 

らいつ ぱいでした。 おひさま がその 葉 をす かして 古め 

かしい 金い ろに したので す。 

それ を 見て いるう ちに、 

かば うんと 

(木ぺ ン 樺の 木に 沢山 あるじ や) キッコ はふ つと こう 

思いました。 けれども 樺の 木の 小さな 枝に は 鉛筆 ぐら 

い の 太 さの はいくら でもあります けれども 決して 黒い 

心が はいって はいない のです。 キッコ はまた 泣きた く 

なりました。 

そのと き キッコ は 向う から 灰い ろの ひだの たくさん あ 



る ぼろぼろの 着物 を 着た 一 人のお じいさんが 大 へん 考 

え 込んで こっちへ 来る の を 見ました。 (あのお じい さ 

ねずみと 

ん はきつ と 鼠捕り だな。) キッコ は 考えました。 おじ 

へ ん くろ く つ 

いさん は 変な 黒い 沓を はいていました。 そして キッコ 

と 行きち がう ときい きなり 顔 を あげて キッ コを 見て わ 

な たぬき 

らいました。 「今日 学校で 泣いた な。 目の まわりが 狸 

のように なって いる ぞご すると 頭の 上で 鳥が ピ— と 

なきました。 キッコ は 顔 を 赤く して 立ち どまり ました- 

「何 を 泣い たんだ。 正直に 話して ごらん。 聞いて あげ 

るから ご 

鳥が また 頭の 上で ピ— となき ました。 するとお じい さ 



んは 顔をしかめて 上 を 向いて 「おまえ じ やない よ、 や 

かまし い、 だまって おいで」 とどな リ ました。 

すると 鳥 はにわ かに しいんとな つて それから 飛んで 

行ったら しく ぼろん と いう 羽の 音 も 聞え 樺の 木から は 

しずく ふ 

I 卞 がきら きら 光って 降りました。 「いって ごらん。 な 

ぜ 泣いた の。」 

おじいさん はやさし くみい ました。 「木 ペン 失ぐ し 

りょうて 

た ご キッコ は 両手 を 目にあて てまた しくしく泣 きま 

した。 「木 ペン、 なくした。 そうか。 そいつ はか あい 

そうだ。 まあ 泣くな、 見ろ 手が まつ 赤 じ やない かご 

きもの うらがえ 

おじいさん は ごそごその 着物の たもと を 裏返しに して 



^ X^N 「みなさん 一け た 目のから さきに かけて ご 

と 先生が 一が いました。 「一け た 目から だ ご と キッコ が 

ふ し ぎ 

思った ときでした。 不思議な Y J と は 鉛筆が まるで ひと 

りで うごい て^と 書いて しまいました。 キッコ は 自分 

あき 

の 手首 だ か 何だか も わからない ような 気が して 呆れて 

しばらく ぼんやり 見て いました。 二けた 目が すんだ 

ら こんど は 二けた 目 を 勘定して ご と 先生が 云い まし 

on 

た。 すると また 鉛筆が うごき 出して する する つと^と 

二けた 目までの とこへ 書いて しまいました。 キッコ は 

力た 

もうあん まりび つくりして 顔 を 赤く して 堅くな つ て だ 

まって いましたら 先生が また 「さあで きたら 寄せ算 を 



して 下さい ご と 云いました。 また はじまる なと 思つ 

ていましたら やっぱり、 もうた だ 一 いきに 一 本の 線 も 

ひっぱって 2976 と 書いて しまいました。 

さあもう キッ コ の よろこんだ こと それからび つ くりし 

たこと、 何と 云って いいかわ からないで ただもう お湯 

へ 入った ときの ように じつ としてい ましたら 先生が む 

も きち さぶ ろう けいす け 

ち を 持って 立って 「では 吉三郎 さんと 慶 助さん と 出て 

こくばん 

黒板へ 書いて 下さい ご と 云いました。 〔キ ッコは 

ひっきちょう きょうだん 

筆記帳 を もって はねあがりました。〕 そして 教壇へ 

はくぼく うんざん 

行って テ— ブルの 上の 白墨 をと つ て いまの 運算 を 書き 

つけたの です。 そのと き 慶助は 顔 を まつ 赤に して 半分 



立った まま 自分の 席で もじもじして いました。 キッコ 

は 9 の 字な ど はどう も 少しな まずの ひげの ようにな つ 

てう まくない と 思いながら おりて 来たと きょうやく 慶 

もんだい 

助が 立 つ て 行きました けれども 問題 を 書いた だけで あ 

と はもう もじもじして いました。 

先生 はしば らくた つて 「よし」 と 云いました ので 慶助 

もど せつめい 

は 戻って 来ました。 先生 はむ ちで キッコ の を 説明し ま 

した。 

「よろしい、 大 へんよ くで きました ご キッ コは もうに 

さんじゅ つ 

がに がに がに がわら つて 戻って 来ました。 (もう 算術 

じょ ラず 

だってい つこう ひどくない。 字 だって 上手に 書け る。 



算術 帳と だ つ て 国語 帳と だ つ て 雑作な く 書け る) 

ちょうめん 

キッコ は 思いながら そ つ と 帳面 を みんな 出しました。 

そして 算術 帳 国語 帳 理科 帳と みんな 書きつ けました。 

すると 鉛筆 はま だキッ コが 手もう ごかさない うちに じ 

つに 早く じつに 立派に それ を 書いて しまう のでした。 

キッ コ はもう 大 悦びで それ をに がに がなら ベ て 見て 

いました がふと 算術 帳と 理科 帳と 取り ちがえて 書いた 

のに 気がつきました。 この 木ぺ ンには ゴム もつ いてい 

たと 思いながら 尻の 方の ゴムで 消そうと しました らも 

こんど おど うご 

う 今度 は 鉛筆が まるで 踊る ように 一 一、 三 べん 動いて 間 

ひょうし のこ 

もな く 表紙 は あと も 残さず きれいに なつ てし まい まし 



に てっぽうう 

こっち さ遁げ だ。 鉄砲 打ぢ はこう ぼかげ だ。 山猫 はと 

うとうつ かまって 退治され た。 耳の 中に こう 云う 玉 

入って いたご なんて やって いました。 

そのうち キッ コは 算術 も 作文 もい ちばん 図画もう まい 

ので 先生 は 何べ ん もキッ コ さん はほんとう にこの ごろ 

勉強の ために 出来る ようにな つたと 一が つたので した。 

がっき きゅうちょう かわ 

二 学期に は 級長に さえな つたので した。 その代り も 

、/ ま 

う キッコ の 威張りようと 云 つ たらありませんでした。 

こども ま 

学校へ 出る とき はもう 村 中の 子供ら を みんな 待たせて 

お 

置く のでした し 学校から 帰つ て 山へ 行く にも きっとみ 

ん なを つれて 行く のでう ちの 都合 や 何 かで 行かな か つ 
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